









































































































































22 『南島文化』第 42 号
櫻井徳太郎　『講集団の研究』　櫻井徳太郎著作集第一巻　吉川弘文館、昭和 63 年．
竹内　利美「講集団の組織形態 ─松本平の庚申講について─」日本民族学会編輯　民















































契員は多くても 15 人ほどで、年長者を中心に組織された。契長の任期は 1 年だが、
契が続く限り延長された。運営法をみよう。まず契則にもとづき、先ず① 1 口の金額
を決める。②次に利率を決める。③契員から集められた資金は、契員または契員外の




















































市（容卿村）、福州市（義序村）であり、調査期間は平成 13（2001）年 9 月 11 日から 21




















































































事例。ある総合病院に勤務する医師の例からみてみよう。この病院は、300 人〜 400 人
の職員を擁する大病院である。この医師が加入している会仔は五つで、掛け金は 10 万元




ているが、そのうち四つは月掛けで、それぞれ 1 万元、他の一つは 5 千元である。1 万元
会仔の会員数は、それぞれ 20、34、43 人（以上は職場＝大学が中心）、29 人（これは義
































































有人島約 3000、無人島含めると約 1 万 6000、国民も民族・言語からみて、日本の中の沖
縄を彷彿させる。
こうした多様な背景をもつ複合社会の国家統合は、容易でないが、スカルノ（Sukarno）


















































































その後、平成 8 〜 10 年度文部省科学研究費補助金国際学術研究（共同研究）で韓国の契、


























































1981（昭和 56）年 11 月に、那覇市で 1 億 9 千万円の負債を抱えた大型模合が破産して、
新聞を賑わした。模合の立ち上げと崩れは、制度の表裏をなす。これまで立ち上げの面
だけみてきたが、その裏面を追跡したい（琉球新報、1981 年 12 月 24 日〜）。
この倒産模合の座元（発起人）は女性で、会員は電気店、ブティック、薬店、料理店、
会社の経営者など、中小企業の事業者である。この座元は 6 つの模合を抱えており、一
つの模合に 5 口、あるいは 10 口も加入している。落札した模合の返済のために、新た
に別の模合を立ち上げるなどして、借金（債務）が雪だるま式に膨れあがっていったの




な騒動がみられる。大正 2 年の宮古島における倒会事件は、その 1 つである（琉球新報、
同年、6 月 3 日）。戦後最大といわれる模合騒動が、1959 年、宮古島で起きている。総
勢 2，100 人余（重複もあろう）が、この倒産模合とかかわり、破綻後の第 1 回債権者
大会が平良市内の映画館で開かれ、約 600 人の当事者が集まったという（『宮古の自然
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